
今回は、いつでも、どこでも、学術大会の参加ができるオンデマンド配信です。
この機会に歯科衛生士シンポジウムに参加しましょう。

第31回 日本老年歯科医学会学術大会 大会長 水口俊介 　　 歯科衛生士関連委員会 委員長 石黒幸枝

「老年歯科における歯科衛生士のこれまでの 10年、これからの 10年を考える
～歯科衛生士力全開を目指して～」
石黒　幸枝（米原市地域包括医療福祉センター ふくしあ）

「認定歯科衛生士（老年歯科）の誕生まで」
山根　　瞳（アポロ歯科衛生士専門学校）

「地域包括ケアにおける認定歯科衛生士の役割　―途切れない歯科支援を―」
加藤　真莉（杉並区歯科保健医療センター）

「在宅歯科医療の現場において訪問歯科衛生士に求められること」
川野　麻子（口腔栄養サポートチーム　レインボー）

「老年歯科分野の将来に向けた認定歯科衛生士の展望」
渡邉　理沙（医療法人静心桶狭間病院藤田こころケアセンター歯科）

シンポジウム

＊日本歯科衛生士会認定歯科衛生士（老年歯科）の認定更新生涯研修対象です。

学会設立 30周年記念大会／第 31回日本老年歯科医学会学術大会 
歯科衛生士関連委員会企画
学会設立 30周年記念大会／第 31回日本老年歯科医学会学術大会 
歯科衛生士関連委員会企画

質疑応答も実施します。皆様のご参加お待ちしております。
質疑応答：2020年 11月８日（日）13：40～ 14：00予定／ Live 放映
詳細は学術大会ホームページをご確認ください。
この他にもオンデマンド配信で、歯科衛生士にとって魅力的な企画がすべて聴講できます。

シンポジウム 

『老年歯科における歯科衛生士のこれまでの10年、
これからの10年を考える』

2020年
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正午

日時オン
デマンド配信

　日本老年歯科医学会における認定歯科衛生士制度ができ 10 年が経とうとしています。そこで、今回の記
念大会では各分野で活躍する認定歯科衛生士（老年歯科）が現在の活動や課題を報告し、これまでの 10 年
を振り返ることで、この先にあるべき姿を考える機会とします。


